
発　行　所
（同窓会）

〒551-0031
大阪市大正区泉尾3-18-3
［事務局］
　ＴＥＬ  06-6553-7434
　ＦＡＸ  06-6553-7405
［Eメール］
  ｈａｋｕｒｙｏ＠ｈｅｒａ．ｅｏｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ
［ホームページアドレス］
  http://hakuryou.net/
［事務局開局日］
土曜日　 11時～４時

白　稜　会

＊受　付　 10時30分～（ホテル内に掲示板表示有）　　
＊総　会　 11時00分～11時20分（ホテル内に掲示板表示有）　
＊懇親会　 11時30分～14時00分（ホテル内に掲示板表示有）　
＊会　費　 6,000円。受付で納入願います（70～72期２千円）。

「高校」　５期 70周年　10期 65周年  15期 60周年　20期 55周年  
        25期 50周年　30期 45周年　35期 40周年　40期 35周年
        45期 30周年　50期 25周年　55期 20周年　60期 15周年
        65期 10周年　70期  5周年
《お願い》 出席通知後の取り消しは、必ず６月16日(金)迄にご連絡
　　　　　下さい。６月17日(土)以降に取り消しの場合は、
　　　　　会費をご負担頂きます。
　▽事務局開局日　毎土曜日の 午前11時～午後４時まで。
　　電話（留守番対応つき）、ＦＡＸ、メールでご連絡下さい。
　　　　電　 話：06-6553-7434　ＦＡＸ：06-6553-7405
　　　　Ｅメール：hakuryo@hera.eonet.ne.jp

白　稜　会（同窓会）
2023年度総会のお知らせ

　

今
後
の
新
規
入
会
者
が
無
く
な
り
、
年
会
費
の

収
入
減
も
続
く
中
、
白
稜
会
会
計
が
逼
迫
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
発
行
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
よ
り
会
報
発
行
を
二
千
部
に
減
少
し
、
会

員
様
に
は
、
会
報
の
送
付
を
過
去
５
年
間
に
一
度

以
上
年
会
費
、
寄
付
金
等
の
ご
協
力
を
戴
い
た
方

に
限
定
し
て
発
送
致
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は

同
期
生
の
方
は
じ
め
お
知
り
合
い
の
会
員
の
方
よ

り
未
着
の
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
説
明
を
頂
き
、

必
要
な
方
に
は
事
務
局
へ
連
絡
下
さ
る
様
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　

現
状
を
ご
理
解
の
上
、
年
会
費
納
入
等
に
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
会
報
掲
載
は
継
続
致

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

昨
年
度
に
大
正
白
稜
高
等
学
校
と
白
稜
会
は
同

窓
会
の
継
承
を
解
消
致
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
度

よ
り
独
自
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

（１）　　令和５年５月１日 第　70　号白　　稜　　会　　報

記
＊日　時 　2023年６月18日（日）　午前11時
＊場　所 　道頓堀ホテル

〒541-0052 大阪市中央区道頓堀2-3-25
 TEL：06-6213-3444

＊＊＊　卒業記念の期　＊＊＊

地下鉄御堂筋線「なんば駅」25番出口から徒歩３分
JR「難波駅」から徒歩5分

６月18日（日）午前１１時
2023年度 総会

白
稜
会
（
同
窓
会
）

こ
れ
か
ら
の
歩
み

白
稜
会
報
発
行
に
つ
い
て

道頓堀ホテル会場
出席の締め切りは5月31日迄（必着）です

泉
尾
高
校
の
周
年
事
業
は
開
催
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
年
後
に
迎
え
る
『
白
稜
会
創
立
百
周

年
』
の
開
催
に
向
け
て
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

白
稜
会
百
周
年
に
当
た
っ
て
、
泉
尾
高
校
時
代

の
「
周
年
記
念
実
行
委
員
会
」
積
立
金
の
使
い
道

を
現
高
校
と
協
議
検
討
し
、
先
ず
始
め
に
泉
尾
高

等
学
校
の
99
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
記
念
誌
（
泉

尾
高
校
史
）
の
印
刷
出
版
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　

尚
、
出
版
後
の
積
立
金
残
額
の
使
途
は
学
校
側

と
協
議
し
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

又
、『
白
稜
会
創
立
百
周
年
』
に
つ
き
ま
し
て
は
、

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
記
念
事
業
内
容
等
を
役
員

会
・
常
任
委
員
会
で
種
々
検
討
し
、
白
稜
会
報
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



令和５年５月１日　　（２）白　　稜　　会　　報第　70　号
　

白
稜
会
員
の
皆
様
、
平
素
は

白
稜
会
発
展
の
上
に
多
大
な
ご

協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
年
会
費
納
入
に
３

年
振
り
に
百
万
円
を
超
え
る
ご

協
力
を
戴
き
、
又
一
般
寄
付
金

も
多
く
の
会
員
の
皆
様
よ
り
戴

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
度
も
、
白
稜
会
運
営
の

ご
　

挨
　

拶
辻
　
井
　
　
勝

白
稜
会 

会
長

（
高
校
17
期
）

840,907
3,000 ,000

1,000 ,000

200,000
100,000
70,000

30,000

4,400 ,000
5,240 ,907

840,907
3,000 ,000

1,003 ,500
43,410
630,048

105,800
4,500
30,000

4,817 ,258
5,658 ,165

2,338 ,117

100,000
1,000 ,000

600,000

90,000

30,000

1,820 ,000
4,158 ,117

2023年度予算額2022年度決算額2022年度予算額

2022年度白稜会一般会計 決算報告書並びに2023年度予算書

（収入の部）
前期繰越金
白百合基金より
入会金
年会費
総会
寄付金
会報広告料
名簿販売代金
記念誌販売代金
地代
雑収入
本年度期間収入
　　合　　　　計　

詳　細

　　

泉嶺会
中部電力

50,000
1,000 ,000
1,300 ,000
50,000
80,000
90,000
90,000
20,000

2,680 ,000
0

30,000
400,000
150,000
70,000
20,000
10,000
70,000
5,000

100,000
2,000
10,000

10,000
877,000
3,557 ,000

3,557 ,000

30,000
952,611
1,238 ,342

59,882
84,606
100,100

2,465 ,541

81,700
419,100
128,970
40,048
25,601
25,860
51,964
3,644
65,000
520

5,000
7,100

854,507
3,320 ,048

0
2,338 ,117
5,658 ,165

300,000
200,000
30,000
60,000
90,000
90,000
10,000
780,000

85,000
430,000
130,000
50,000
30,000
30,000
90,000
5,000
50,000
2,000
10,000
11,473
10,000
933,473
1,713 ,473
100,000
2,344 ,644
4,158 ,117

2023年度予算額2022年度決算額2022年度予算額（支出の部）
総会費
会報作成費
会報発送費
同期会補助・協力金
情報管理

年会費再請求費
会合費
　　小　　計
渉外費
収支管理費
事務局員費
交通費
通信費
事務用品費
消耗品費
光熱費
福利厚生費
弁護士相談料
銀行手数料
設備機材費（修繕費）
誤入金（支援金）
公租公課
　　小　　計
　支 出 合 計
予備費（雑費）
次期繰越金
　合　　　計

詳　細

名簿管理
ホームページ

常任委員会

年会費振込料

小谷村土地

事　
　

業　
　

費

経　
　
　

費

次期繰越金
  273,227
298,886
1,543 ,151
10,893

0
100,000
111,960
2,338 ,117

3,320 ,048 1,497 ,2104,817 ,258
計　　

2,338,117

一般会計
三井住友銀行
ゆうちょ銀行
事務センター
手許現金（事務局）
100周年郵貯センター
母校支援金貸出
財務現金
　　合　　　計　

前期繰越金 期間　収入 期間　支出 計

2022年当初繰越金
383,050
56,416
144,289
50,543
2,000

100,000
106,609
842,907

現
金
資
産

為
「
年
会
費
」
の
納
入
に
何
卒

ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

白
稜
会
は
、
会
報
の
発
行
を

は
じ
め
、
同
期
会
の
助
成
や
同

窓
生
の
親
睦
に
活
動
の
重
き
を

置
い
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。 
新
入
会
員
の
消
滅
、
入
会

金
、
年
会
費
収
入
の
減
少
等
が

大
き
な
要
因
で
、
残
念
な
が
ら

財
政
的
に
は
枯
渇
化
の
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。

一般会計　（収支明細表）　　　　　　　　　　　　（自2022年1月1日　至2022年12月31日）

教職員
１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期

１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期
18 期

9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2
0
0

1
3
5
2
1
1
0
0
1
0

18 期
19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
併合23
併合24
併合25

11
22
27
19
30
11
15
8
16
9
7
12
4
4
1
1
0
2

19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
25 期
26 期
27 期
28 期
29 期
30 期
31 期
32 期
33 期
34 期
35 期
36 期

2
3
2
1
1
3
0
0
0
3
2
1
0
1
0
0
0
0

37 期
38 期
39 期
40 期
41 期
42 期
43 期
44 期
45 期
46 期
47 期
48 期
49 期
50 期
51 期
52 期
53 期
54 期

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

55 期
56 期
57 期
58 期
59 期
60 期
61 期
62 期
63 期
64 期
65 期
66 期
67 期
68 期
69 期
70期
71期
72期

0
0
4
8
3
12
21
14
24
17
8
11
22
26
27
17
21
17

2022年　年会費　期別納入者数
教職員　女学校 高　等　学　校

小　計　26名
合　　　　計

小　計　471名
４９７件　/ １，００３，５００円

　

白
稜
会
の
活
性
化
、
相
互
交
流
等
の
推
進

の
為
、
同
期
会
の
開
催
日
当
日
に
会
場
に
於

い
て
白
稜
会
か
ら
の
ご
挨
拶
及
び
、
現
状
説

明
（
五
分
程
度
）
に
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
の
際
に
「
お
祝
い
金
」（
金
壱
万
円
）
を

お
渡
し
致
し
ま
す
。（
事
務
局
迄
、
事
前
に

開
催
予
定
を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。）

　

又
、
同
期
会
の
報
告
文
、
集
合
写
真
、
同

期
の
最
新
名
簿
を
ご
用
意
の
上
、
事
務
局
へ

事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
下
さ
い
。「
同

期
会
補
助
金
」（
金
壱
万
円
）
を
お
渡
し
致

し
ま
す
。（
同
期
会
開
催
か
ら
一
年
以
内
に

限
り
ま
す
）　

　

同
期
会
の
開
催
を
企
画
頂
き
、
ご
活
用
下

さ
い
。

　

同
期
会
報
告
文
、
集
合
写
真
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
会
報
に
掲
載
致
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
委
員
会

同
期
会
を
応
援
し
ま
す

年会費等の払込について
＜ゆうちょ料金が改定されましたので、ご注意下さい＞
従来は　　　 での送金は払込手数料が不要でしたが、料
金の改定により、　　　   が払込人様のご負担になります。
ゆうちょ銀行の口座をご利用の場合は、ＡＴＭ、窓口共に
 　　  です。

　

財
政
対
策
と
し
ま
し
て
「
白

稜
会
報
」
は
今
年
度
よ
り
（
年

会
費
納
入
の
方
）
限
定
で
発
送

致
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
会
報
印
刷
及
び
発
送

費
の
支
出
予
算
が
大
幅
に
減
額

出
来
ま
し
た
。

　

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
規
制
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
多

く
の
皆
様
の
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。
会
場
で
は
感
染
対
策
を

万
全
に
整
え
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

又
、
会
員
の
皆
様
に
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
同
期
会
開
催
が

中
止
、
あ
る
い
は
計
画
を
見
送

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
今
年
は
是
非
と
も
計

画
さ
れ
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報

下
さ
い
。

　

白
稜
会
総
会
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

開
催
も
大
歓
迎
致
し
ま
す
。

　

同
期
会
の
助
成
金
制
度
を
大

い
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　

白
稜
会
活
動
は
今
後
、
三
年

後
の
白
稜
会
創
立
百
周
年
の
開

催
に
重
き
を
置
い
て
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
頂
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ご
意
見
等
は
事
務
局
迄
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

現金

無料

110円
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合　　　　計

前期繰越金
銀　行　利　息

収　入 残　高
3,567,748

25
3,567,773

支　出
567,748

25
567,773

3,000,000

3,000,000

2022年度　白百合基金　決算報告書
　（自2022年1月1日　至2022年12月31日）

2022年度　白稜会　母校支援金　決算報告書
　（自2022年1月1日　至2022年12月31日）

収　支

収　入

支　出

詳　細 収　入 支　出 決算額

0

繰越金
支援金

計
借入金返済
送金料

合　計

100,000

100,000

郵貯センター
ゆうちょ銀行（ぱ･る･る）
借入金
次期繰越金

残　高 計

100,000

88,527
11,473

100,000

100,000

0
0

00

2022年度 白稜会100周年記念事業募金 決算報告書 
　（自2022年1月1日　至2022年12月31日）

収　支

収　入

支　出

詳　細 収　入 支　出 決算額

2,456,820

前年度繰越金
郵貯センター
現金
利息
振込手数料
返金希望者

合　計
母校支援金口座 
＊100周年郵貯センター 
現金（ゆうちょ銀行） 
次期繰越金 

残　高 計
14,493

2,442,327
2,456,820

2,437,309
15,000
15,000
18

2,467,327

507
10,000

10,507

2,456,820

　

泉
尾
高
校
23
期
生
は
、
2
0
2
1
年
に
卒

業
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し　

新
型
コ
ロ
ナ
の
為
、
記
念
開
催

を
断
念
（
そ
う
だ
ん
ね
ん
ー
）

　

や
っ
と　

昨
年
2
0
2
2
年
11
月
27
日
に

　

福
島
の
ホ
テ
ル
阪
神
を
会
場
に
「
卒
業
50

+
1
周
年
」
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
か

39
人
。
6
年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
顔
が
揃
い
、

に
ぎ
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
古
希
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
人

生
も
半
ば
（
？
）。

　

あ
れ
こ
れ
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
思

い
出
せ
な
い
こ
と
も
多
い
（
笑
）
の
で
す
が
、

な
ぜ
か
高
校
3
年
間
の
こ
と
は
あ
の
時

同
期
会
の
た
よ
り

2022年　寄金を戴いた方

誠に有り難うございました。厚く御礼申し上げます。

浅田　旭彦
紀野　道子
木野村文生
武田　一仁
辻本　雅彦
松永　輝子
澤田　清子
渡辺　信子
永田　恭子
弓削多　豊
檜垣　妙子
宮崎　元子
舞田　富子
中島　徳郎
吉村　登行
太田　節子
小谷　玲子
村上　敬子
靏　　道子
川上　恵美
西村　良一
川畑　洋子
村上　和子
中野　孝子
松川美智子
尾川禮三郎
須藤　照雄
奈宮　　満
竹山　利子
田中美那代
井上　雄視

教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

中　　忠夫
八百谷満男
谷　　正子
越野　義昌
谷口　勝章
翁長　良子
大野　登世
渡辺紀代子
原田　裕子
茶谷　勝子
村上　公彦
坂口　豊子
広瀬　洸美
鈴木　晶子
青木　富枝
筒井　紀子
多畑　頼子
上田　捷二
小山　武夫
酒井　　豊
長野　忠良
平田　容郷
真殿　晏武
中尾美南子
久米　幸枝
北口千栄子
山田美代子
三宅　宏明
玉置　紀子
二川　行子
船瀬　昭子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

中島　弘子
南　　繁男
飯田　　薫
漆谷　淳子
市山　二郎
辻井　　勝
中須　陸浩
津﨑　秀子
木村喜代子
真鍋　清治
新居　日枝
阿部　茂樹
岩田　保夫
筒井　紀子
吾田　　治
阿部　正行
井芹　賢一
真鍋　正夫
室井　一美
山本　恒信
高嶋千津子
前川　和美
宇野　隆雄
金城　明幸
柴田　隆文
深川　正延
中島百合子
徳永　誠樹
瓢野晴比古
大塩　智子
坂井　玲子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

末広　彰伯
野田啓次郎
山添　育三
吉田　紀子
本田　　治
三方ひさよ
植野　正昭
増田　安利
宇治　純子
相原　健司
川村　久司
林　　剛生
森野　敬一
山下　敏男
田原　隆子
井西　享子
川端　　武
青山　秀治
福島　正堯
槇山　敏幸
岡　　京子
山岡　美樹
岡本　好司
鳥居　俊宏
山津　靖弘
清水　徳二
中満　政伯
上田　誠二
尾方　春生

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

11
15
18
19
19
20
21
24
３
４
４
４
４
４
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
８

８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
11
12
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
15
15
15
15

15
16
16
16
17
17
17
17
17
18
18
19
19
19
20
20
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
21
22
22
22
22

23
23
23
23
24
24
25
25
25
26
26
27
27
27
27
27
29
30
30
30
30
31
32
33
34
37
38
41
47

誰
そ
れ
が
ど
ー
し
た
と
か　

こ
ー
し
た
と
か

い
ら
ん
こ
と
ま
で
覚
え
て
た
り
ー
。

　

同
ホ
テ
ル
で
の
2
次
会
ま
で　

お
し
ゃ
べ

り
が
途
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

卒
業
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
42
人
の
同
期
生

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
で
す
が
、

同
窓
会
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
り　

友
人
や
ご
家
族
か
ら
お
知
ら
せ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

こ
れ
ま
で
、
同
期
生
全
員
に
案
内
し
、
5
年

ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
泉
尾
高
校
23

期
同
窓
会
」
は
、
今
回
を
以
て
一
区
切
り
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

お
世
話
す
る
幹
事
も
少
し
（
？
）
高
齢

　
　

化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
・
・
・

　
　
　

今
後
は　
「
泉
尾
23
期
会
」
の
名
称

　
　

で
規
模
を
縮
小
し
、
毎
年
一
回
程
度
気

　
　

軽
に
参
加
で
き
る
同
期
会
を　

開
催
し

　
　

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
「
泉
尾
23
期
会
」
に
登
録
希
望
の
方
、

　
　

参
加
し
な
く
て
も
連
絡
を
希
望
さ
れ
る

　
　

方
は
同
窓
会
白
稜
会
事
務
局
ま
で
お
知

　
　

ら
せ
下
さ
い

　
　

白
稜
会
メ
ー
ル

　
　

hakuryo@
hera.eonet.ne.jp

　
　
　

大
正
高
校
と
の
統
合
に
よ
り
歴
史

　
　

と
伝
統
あ
る
「
泉
尾
」
の
校
名
が
消
え
、

　
　

統
合
高
校
に
は
白
稜
会
と
の
関
係
を
切

　
　

ろ
う
と
す
る
よ
う
な
動
き
も
あ
る
よ
う

　
　

で
す
。
名
前
は
消
え
て
も
「
泉
尾
」
は

　
　

私
た
ち
の
母
校
。
校
庭
に
楡
の
木
の
木

　
　

陰
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
期
の

　
　

仲
間
は　

い
つ
ま
で
も
〜
〜

　
　

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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会　　長

副　会　長

副　会　長

副　会　長

財　　務

総　　務

会計監査

会計監査

相　談　役

相　談　役

相　談　役

顧　　問

高校　17期

高校　８期

高校　23期

高校　28期

高校　17期

高女　21期

高校　12期

高校　15期

高校　７期

高校　８期

高校　11期

元　校　長

留　　　任

留任（東京支部長）

留　　　任

新　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

留　　　任

辻　井　　　勝

井　上　雄　視

山　添　育　三

木　村　誠　一

児　島　康　孝

松　本　章　子

中　辻　　　隆

谷　口　靖　弘

榧　野　敏　男

松　永　行　雄

山　岡　節　次

武　田　一　仁

氏　名

楠本　方子

氏　名

内田伊津子

期

22

期

20

期
2
5
8
9
9
9
10
10
10
10
10
12
13

氏　名
佐藤　恵子
北村　　明
谷　　正子
上田三代子
翁長　良子
竹内佳也子
稲田　悦男
高橋　寿夫
藤井　功生
森本　泰次
長谷川順子
小池　庸介
和田　征子

期
15
16
16
16
16
17
17
18
18
18
18
19
20

氏　名
堀田　照子
内田　勝三
圓地　雅子
大江えみ子
中西　晴子
市山　二郎
杉本　茂明
井上　俊一
金田　建男
寺田　隆彦
中嶋　俊夫
湯原　政喜
伊藤　公人

期
20
20
20
21
22
23
24
25
30
31
35
36
37

氏　名
安井　健次
佐古　富雄
金沢　恵美
俣野　恒雄
繁　　隆喜
平野　鈴代
八木龍一郎
鶴田　信彦
岡　　京子
植村　誠治
城山　謙一
川嶋　正之
内野　周子

期
39
46
46
50
53
56
58
61
69
71
71
72
72

氏　名
入江　優子
中犀　光啓
藤木　健二
新城　智幸
山内　雅子
前田　夢未
松山早弥香
金山　小雪
冨山　紗矢
諏訪　弘誠
田邉陽南子
入江　泰斗
樋口　愛理

高　女（２名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年３月

高　校（52名）　　　　　　　

役　　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年１月

2023年度　常任委員2023年度　白稜会役員

2022年4月1日～2023年4月15日
上記期間内、届出分

教職員　梅原　善信
教職員　小山　ヤヱ（高谷）
教職員　長井恵美子（黒田）
教職員　西田　博
教職員　吉田　武
教職員　渡部　一

女12　増谷　孝子（中島）
女16　佐々木ふみ子（吉川）
女19　岩井富久子（曲直部）
併23　西本喜代野（木津）

高02　松本　昌子（前中）
高04　岡川　磯三
高04　河島　修二
高04　井本　淳子
高05　松本　功
高05　高橋　綾子（北川）
高05　飴谷のり子
　　　（中山　多喜子）
高06　井東トキ子（竹村）
高06　西　　勇
高07　谷口嘉三朗
高07　藤崎　嘉信（戸松）
高07　山村　秀忠
高07　青山　郁子（神田）
高07　田中　幸子（源間）

高08　兼盛　玲二
高08　斉藤　暁弘
高08　岩崎　廣子
高08　芳之内君子（応谷）
高08　安藤　正子（柴田）
高09　小川　眞一
高09　中村　芳子（清水）
高10　北村　　操（泉沢）
高10　藁谷　しげ子
高11　柴田和嘉子（谷口）
高12　甘利　忠弘
高12　前野　恭子（糸井）
高12　櫻井　郁代（中田）
高14　鎌田　善孝
高15　松塚　幹武

高15　西村　礼子（八木）
高15　中村　忠昭
高16　小林　博子（酒井）
高17　原　　寛
高18　井上　信一
高18　先山　純子（青井）
高18　堂本　ツヤ子
高18　小林　正照
高23　有田　隆行
高23　浦岡　宏行
高23　坂部　賢治
高23　西本　久樹
高23　福間　順一
高23　柳井　昌博
高23　栂　紀久代（藤池）

高25　山田　弘和（伊藤）
高25　小川　真人
高25　山内　正博
高25　竹内　美紀（赤井）
高25　有本久美子（塚本）
高27　田原　隆子
高29　冨田　裕之
高29　田中　理香（吉川）
高37　福本　ゆかり
高40　谷本　誠
高41　渡邊　恵理

偲び草
ご冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　（敬称略）

・事務局は、毎土曜日（年末年始、休日、祭日を除く）午前11時～午後4時まで開局。

【2022年度 白稜会 事業報告】 2022年１.１～12.31

2023年１.１～12.31【2023年度 白稜会 事業計画】

1

2

3

5

6

9

12

７

２

18

４

初旬

18

事務局仕事始め

北本弁護士

役員会

学校と協議

常任委員会

会報発行

役員会

常任委員会

白稜会総会

役員会

常任委員会

役員会

事務局仕事納め

事務局

事務所

事務局

セミナーハウス

セミナーハウス

事務局

セミナーハウス

道頓堀ホテル

事務局

セミナーハウス

事務局

事務局

泉尾高校史発刊打合せ

会報印刷 2000部　発送1000部

総会案内、会報発行状況など

総会案内、会報発行状況など

白稜会総会・懇親会   名簿2023年度版発行

中間決算、総会報告、他

中間決算、総会報告、他

総括、役員人事など

行　　事日月 場　　所 内　　容　　等

学校に依る、周年記念実行委員会通帳の
不当解約について
2022年度事業報告、決算、監査報告、役員人事、
2023年度事業計画、予算案作成・他

2022年度事業報告、決算、監査報告、役員人事、
2023年度事業計画、予算案作成・他

1

2

3

5

6

9

10

12

6

8

9

19

2

初旬

14

26

10

1

17

24

北本事務所

事務局仕事始め

学校との協議

役員会

北本事務所

会報発行

常任委員会　

白稜会総会

役員会

常任委員会　

臨時役員会

事務局仕事納め

西天満

事務局

学校

事務局

西天満

セミナーハウス

ヴィアーレ大阪

事務局

セミナーハウス

事務局

事務局

辻井　児島、中辻、木村、武田

校長、ＰＴＡ

辻井　児島、中辻、木村、武田

印刷　11000部

総会案内、会報発行状況など

白稜会総会・懇親会 名簿2022年度版発行

総括、役員人事など

行　　事日月 場　　所 内　　容　　等

2021年度事業報告、決算、監査報告、役員人事、
2022年度事業計画、予算案作成・他
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白稜会（同窓会）　会則
（名称）
第１条　本会は、白稜会（同窓会）と称する。

（目的）
第２条　本会は会員相互の親睦をはかり、母校の発展を後援することを目的とする。
　　　（イ）　本会則上での母校とは第５条（1）で云う学校を指す。

（本部・支部）
第３条 本部、支部、所在地
　１　本会は、本部を白稜会白百合会館（大阪市大正区泉尾3-18-3）内におく。
　２　東京に東京支部をおく。
　３　必要な地域に支部を設けることができる。但し、支部設置に関する要件等に
　　　ついては、別途「白稜会支部設置等に関する内規」に定める。

（事業）
第４条　本会は第２条に定める目的を達成するため、下記の事業を行う。
（１）　総会の開催（原則６月第２日曜日）。
（２）　会報の発行。
（３）　会員名簿の維持、管理および発行
（４）　役員会（適時）及び常任委員会（年３回程度）
（５）　母校発展のための後援。
（６）　本会に功労のあった会員の表彰及び弔慰。
（７）　その他必要な事業。

（会員）
第５条　本会は、下記の会員をもって構成する。
（１）　正会員
 （イ）旧大阪府立泉尾高等女学校卒業生。
 （ロ）旧大阪府立泉尾高等学校併設中学校卒業生。
 （ハ）旧大阪府立泉尾高等学校卒業生。
 （ニ）大阪府立大正白稜高等学校卒業生。
 （ホ）高等女学校４年終了者及び母校中途退学者で役員会の承認を経たもの。
（２）　特別会員　母校の現職員及び旧職員。

（名誉役員）
第６条　本会には、次の名誉役員をおく。
　名誉会長　　現校長を推す。
　名誉副会長　現教頭を推す。
　名誉顧問　　現事務長及び現校内委員を推す。

（役員）
第７条　本会には、次の役員をおく。
　会　長　　１名　　正会員で役員会から推薦され常任委員会の承認を得たもの。　
　副会長　　若干名　正会員で役員会から推薦され常任委員会の承認を得たもの。
　　　　　　　　　　及び東京支部長。
　総　務　　若干名　正会員（常任委員が望ましい）の中から会長が委嘱する。
　財　務　　若干名　正会員（常任委員が望ましい）の中から会長が委嘱する。
　委員長　　第１４条に定める委員会の委員長を会長が委嘱する
　会計監査　若干名　常任委員の中から会長が委嘱する。
　事務局長　１名　　正会員（常任委員が望ましい）の中から会長が委嘱する。
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（参与）
第８条　本会には、次の参与をおく。
　相談役　　若干名　旧会長を推す。
　顧　問　　若干名　白稜会の発展のために功績のあったものの中から会長が委嘱する。

（事務局）
第９条　事務局には、次のものをおく。
（１）　事務局長　１名
（２）　必要あるときは、事務局長代理（１名）をおくことができる。
　　　　事務局長代理は、事務局員の中から会長が委嘱する。
（３）　事務局員　若干名　会員の中から会長が委嘱する。

（常任委員）
第10条　正会員の中から各期若干名を選び、会長が委嘱する。

（職務等）
第11条　役員、事務局、参与、常任委員の職務等は、次のとおりとする。
（１）　会　長　　　白稜会を代表し、会務を統括する。
（２）　副会長　　　会長を補佐し、会長の事故あるときはこれを代理する。
（３）　総　務　　　会務の諸事を企画立案し、諸会合の記録の作成を行う。
（４）　財　務　　　財務、資金運用等を担当し、総会において会計報告を行う。
（５）　委員長　　　担当委員会を統括し委員会の任務を果たす。
（６）　会計監査　　財務の会計監査を行う。
（７）　事務局長　　事務局を代表し、会務の運営にあたる。
（８）　事務局代理　事務局長を補佐し事務局長に事故あるときは、事務局長の職を
　　　　　　　　　　代行する
（９）　参　与　　　役員を補佐し、会の運営を円滑にする。
（10）　事務局　　　会務全般を掌ると共に、名簿管理、諸会合記録、会報の保管等
　　　　　　　　　　本会運営上の帳簿、資料等の管理保管にあたる。
（11）　常任委員　　常任委員会の審議権と議決権を有し、同期生の連絡にあたる。

（任期）
第12条　役員、常任委員、事務局員の任期
　１　役員の任期は、１月１日から１か年とし留任を妨げない。
　２　常任委員の任期は、本条１項の規定を準用する。
　３　事務局長代理、事務局員の任期は、本条１項の規定を準用する。　　
　４　年度内に変更が有った場合の任期は、その年度の残余期間とする。

（役員会）
第13条　本会を運営するため、役員会をおく。
　１　役員会は、第７条に規定する役員をもって構成する。
　２　必要あるときは、拡大役員会を開き参与を招集することができる。
　３　役員会は、予算・決算等常任委員会へ提案する議案の策定及び本会の会務諸事の
　　　企画立案の調整を行う。
　４　必要あるときは、役員会は本会の運営の関する諸内規を策定することができる。
　５　必要あるときは、役員会は臨時の委員会を設置することができる。但し、委員会
　　　の任務等については、常任委員会の承認を得なければならない。
　６　必要あるときは、役員会にオブザーバーを出席させることができる。
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（常設委員会）
第14条　本会の目的遂行のため次の常設委員会を設ける。
　1　　総会委員会
　2　　会報委員会
　3　　名簿委員会

第15条　委員会の職務は、次のとおりとする。
　1　　総会委員会は４条の１項を遂行する。
　2　　会報委員会は４条の２項を遂行する。
　3　　名簿委員会は４条の３項を遂行する。

第16条　委員会の構成と任期
　1　　それぞれの委員会の委員は会員の中から選び（若干名）会長が任命する。
　2　　それぞれの委員会の委員は互選に依り委員長を選出する。
　3　　それぞれの委員会の年度は毎年９月１日に始まり翌年８月３１日に終わる。
　4　　委員および委員長の任期は本条３項の年度とし、再任を妨げない。

（常任委員会）
第17条　本会の決議機関として、常任委員会をおく。
　１　常任委員会は、本会の予算、決算その他本会の運営に関する重要案件について、
　　　　　審議、議決を行う。
　２　常任委員会の招集、運営等については、別途「白稜会常任委員会内規」に定める。
　３　常任委員会の決議案件は、総会において報告する。

（会費）
第18条　本会の経費は、入会金、年会費及び寄附金、その他臨時収入をもってこれに
　　　　　充てる。
（１）　当該年度の卒業生は、卒業時に入会金を納めるものとする。
（２）　高等女学校４年終了者及び母校中途退学者で入会を希望するものは、
　　　　役員会の承認を経て、当該年度の入会金の額を納めなければならない。
（３）　本会の運営費等に充てるため、年会費を徴収する。
（４）　既納の入会金、年会費及び寄附金は、これを還付しない。

（会計年度）
第19条　本会の会計年度は、１月１日に始まり１２月３１日に終わるものとする。

付　則
　　　１　本会則の変更は、常任委員会の議決を経て総会に報告する。
　　　２　本会則は、昭和２６年　６月　３日より施行する。
　　　３　本会則は、平成　５年　１月２３日改正、同日より施行する。
　　　４　本会則は、平成　７年１１月１１日改正、同日より施行する。
　　　５　本会則は、平成１４年１０月　５日改正、同日より施行する。
　　　６　本会則は、平成１９年１０月１３日改正、同日より施行する。
　　　７　本会則は、平成２３年　９月１７日改正、同日より施行する。
　　　８　本会則は、平成３０年　２月１７日改正、同日より施行する。
　　　９　本会則は、令和　３年　２月１３日改正、同日より施行する。
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昨
年
の
総
会

　

昨
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
は
じ
め

六
月
に
開
催
出
来
、四
十
五
名
の
白
稜
会
員
が「
ヴ

ィ
ア
ー
レ
大
阪
」
に
寄
り
集
い
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
六
日
（
日
）、
高
校
15
期
谷
口　

靖

弘 

氏
の
司
会
で
開
会
さ
れ
、
辻
井
会
長
挨
拶
で

始
ま
り
、　

続
い
て
来
賓
紹
介
、
事
業
報
告
、
会

計
報
告
、
役
員
紹
介
等
順
調
に
進
行
し
、
半
時
間

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、
9
期
15
期
23
期

各
期
の
集
い
も
ジ
ョ
イ
ン
ト
開
催
さ
れ
、
お
い
し

く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
料
理
と
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
広
々
と
し
た
会
場
で
歓
談
が
弾
み
、
全
員
の
笑

顔
と
健
康
の
喜
び
が
溢
れ
笑
い
声
の
絶
え
な
い
時

間
が
流
れ
ま
し
た
。
又
母
校
と
の
関
係
解
消
の
経

緯
に
つ
い
て
も
真
剣
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
充
実

し
た
時
も
瞬
く
間
に
二
時
間
が
過
ぎ
、
最
後
に
高

女
・
高
校
校
歌
の
斉
唱
の
後
、
山
添
副
会
長
の
閉

会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
、
来
年
度
の
再
会
を
約
し
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

総会に続いて懇親会でおくつろぎ下さい。
同期会とのジョイント開催を大歓迎致します。お誘い合わせてご参加ください。

  今年の総会は６月18日（日）午前11時～「道頓堀ホテル」で開催します。
２０２３年度総会にご出席下さい！

令和４年度　白稜会総会　出席者
高女24期
高校９期
高校10期
高校12期
高校14期
高校15期

1
6
1
2
1
10

高校17期
高校22期
高校23期
高校28期
高校46期
高校50期

2
1
14
1
1
1

高女　計
高校　計
来　賓
現・旧職員

合　計

１
40

4

45

　同窓会名簿 2023年度版はＣＤ２枚組で、①教職員名簿、高
女、新制中学名簿、今宮中への交流生名簿、高校名簿、学校沿
革、会長挨拶、操作説明動画など　②高女校歌（ピアノ演奏、
歌入り２曲）と高校校歌（ピアノ演奏のみ、歌入り２曲）の計
４曲入りです。価格は2,000円＋送料300円で合計2,300円です。
　今年の４月１日現在の会員データ最新改訂版を、総会終了後

白稜会 会員名簿 2023年度版　発刊
＜購入希望の方はお申し込みください＞名簿委員会

に、発送いたします。
　申込方法は、｢年会費払込取り扱い票｣の通信欄に名簿希望
を明記して、年会費と名簿代金の合計金額（4,300円）を送金
してください。白稜会事務局に連絡いただいても結構です。
同期会開催等に是非ご利用下さい。多くの皆様のご購入をお
待ちいたしております。
　なお、旧バージョン名簿ＣＤをお持ちの方は改訂版を送料
込みで1,300円（校歌ＣＤ無し）にて販売いたします。
事務局　Eメール：hakuryo@hera.eonet.ne.jp

年
会
費
前
納
制
度
の
ご
案
内

　
前
納
制
度
は
、
基
本
的
に
五
年
ま

た
は
十
年
間
の
前
払
い
で
す
。

　
十
年
の
前
払
い
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
十
一
年
分
の
前
払
い
と
し
て
扱

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
前
払
い
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
前

納
期
間
内
に
年
会
費
に
変
更
が
あ
っ

て
も
前
納
期
間
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
納
入
さ
れ
た
年
会
費
の

返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
前
納
希
望
の
方
は
必
ず
「
年
会
費

払
込
取
り
扱
い
票
」
内
の
年
会
費
前

納
欄
に　
頂
き
、
前
納
金
額
を
明
示

し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
の
な
い
場
合
、

当
年
度
の
年
会
費
を
超
え
る
金
額
は
、

寄
付
金
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
前
納
い
た
だ
い
た
方
の
年
会
費
払

込
取
り
扱
い
票
に
は
、
前
納
期
間
中

次
年
度
よ
り
「
領
収
済
み
」
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
五
年
分
前
納
い
た
だ
く
に

は
当
年
度
の
年
会
費
二
千
円
と
前
納

分
の
一
万
円
の
一
万
二
千
円
が
必
要

で
す
。
同
じ
く
十
年
分
前
納
い
た
だ

く
に
は
二
万
二
千
円
が
必
要
で
す
。

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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